
これからの植物工場についての一考察
（植物工場の普及に向けて）

要旨
急速に進む脱炭素社会に向けてマイクロコーテック㈱が
これまにに取り組んできた事柄及び今後に向けた取り組み

マイクロコーテック株式会社

管理型栽培の課題

露地栽培

管理型（ハウス栽培、植物工場）
栽培環境（湿度、温度、風量、風速、ETC） 要エネルギ―
水（温度、水質、ETC）
肥料
光源 要エネルギー
自動化 要エネルギー

マイクロコーテックのエネルギー対策

・LEDメーカのパッケージの効率アップ
・オリジナル電源の開発（電源内蔵、電源効率90％）
・大型集約電源の開発（電源効率95％）

注 LED電源として普遍的に利用されているスイッチング
方式は当社は使用していない。
（大型化が不向き、コストが高い、信頼性に難がある）

マイクロコーテックのLEDランプの省エネ性の推移



マイクロコーテック電源
内臓電源 外置き大型集約電源

白色系LEDランプの主な仕様

各波長分布曲線
大型集約電源の主な仕様



今後の課題（高電力コスト時代への対応）

これからの管理型農業の課題は種々あるがその中でもエネルギー
対策は最重要課題と考えています。
カーボンニュートラルの時代はエネルギーコストは上昇していくもの

と思われます、この様な環境に対処すべくマイクロコーテックは今後
エネルギーの問題に取り組んでいきたいと考えています。
原子力、水素、燃料電池、地熱、風力、太陽光＆バッテリー等

有りますが、その中でも自前エネルギーとして太陽光＆バッテリーに
焦点を当て身近な問題として取り組んでいきたいと思います。


